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2017年 3 月筆者は「カナダ・メソジスト婦人
宣教師の研究」（石津珠子教授代表）に関する
共同研究のために、トロントにあるカナダ合同
教会アーカイブズを訪問した。目的は婦人ミッ
ション（WMS）より発行された年報の複写で
あり、新たに形成されたカナダ合同教会に
WMSが加わった1925年から、独立した組織と
しての機能を停止した1962年までを扱った。こ
れらの史料を調査する一方で偶然、「コーテス
書簡」と記されたファイルが目に留まった。そ
れはWMSの宣教師として長く日本で活動した
シビル・ルディーナ・コーテス（Sybil Ruthena 
Courtice　1884-1980）により書かれ、また彼
女に宛てて書かれた書簡で構成されていた。
ミス・コーテスとは？
コーテスは1884年に現在のオンタリオ州セン
トラル・ヒューロンの一部であるポーターズ・
ヒルの熱心なメソジストの家庭に生まれた。奇
しくも東洋英和女学校と同年の誕生であった。
オンタリオ州のロンドン音楽院とトロントのメ
ソジスト・チャーチ・トレーニングスクールを
卒業し、WMSの宣教師として認められていった。
1910年に日本に到着した時、彼女は26歳であっ
た。1911年にコーテスは、当時イサベラ・ブラッ
クモア（Isabella Blackmore）が校長を務めて
いた東洋英和女学校の音楽教師となった。翌年、
同校の商議員会（Board of Directors）の一員
となった。コーテスは1913年にオンタリオ州ク
リントンに帰国した。1917年、今度は静岡伝道
部をその拠点とし、日本での活動を再開した。
1923年から 2年間の賜暇休暇の後、彼女は静岡
伝道部において主事と会計として、バイブル
ウーマンの指導と教会幼稚園を担当した。1928
年に彼女は日本でのWMSミッション全体の会
計と運営の仕事のために東京に戻り、麻布に拠
点を置いた。この時から 2度の賜暇休暇を除き、
コーテスは1943年に戦時交換船で日本を離れる
その日まで、自身の仕事を全うした。こうして
彼女は戦時下に日本を去った最後のカナダ人宣
教師となったが、その 3年後には戦後の復興の
ために日本に戻った女性では最初のカナダ人宣
教師となった。
コーテス書簡概要
カナダ合同教会アーカイブズのコーテスの書
簡はアクセッション番号813 .058cの中の二つ
の箱にあり、ボックス73には、1925年から1961
年まで日本のWMSミッションとトロントの本
部との間で交換された書簡、電報が含まれてい
る。ボックス74は1926年から1954年まで日本の
WMSと本部で交わされた会計関係の書簡で構
成されている。筆者はボックス73より、1925年
から太平洋戦争が勃発する直前の1941年までの
約260点の史料を複写することができた。そこ
には、コーテス自身が書いた106点ほどの書簡
も含まれていた。
コーテスの書簡は規則的なパターンを有して
いる。毎年同じような日程で同じような項目に
関する記載がされていた。毎年始めに開催され
　　緊迫する国際情勢下の
　　　　コーテス書簡（1925-1941年）を読む
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ている日本のWMS宣教師協議会に続いて、会
議の翌年の予算請求の承認事項や人事決定など
をトロントの本部に送っていた。続く書簡は、
新しい予算項目または増額された項目について、
さらなる説明を行っていた。１年が進むにつれ
てコーテスの書簡には、宣教報告、宣教師の到
着と帰国、休暇の計画、給料、健康の問題など
が記されていった。夏期にはあまり書かれな
かったが、 9月は勤務の再開に伴い、やり取り
も活発になった。コーテスの書簡はいつも丁寧
で正確で対応がしっかりとしていた。全ての手
紙は、受け取った手紙と与えられた許可に対す
る感謝から始まっていた。この後に、否決され
た要求や古い要求の繰り返し、または新しい要
求の詳細な説明が続いた。
テーマⅠ．─資金の確保─
コーテスの尽力によるヴォーリズ校舎建築、 
財団法人化
コーテスの書簡では少なくとも三つの重要な
テーマが浮かび上がる。ひとつめに、日本にお
ける宣教活動への財政基盤を確保するための
コーテスの努力が挙げられる。1930年代前半の
世界規模の不況はカナダでの資金調達を困難に
したが、これはちょうど、日本におけるWMS
の活動が最も活発になった時期と重なった。
コーテスは不況に苦しむカナダでの資金調達の
困難さを十分に理解していた。宣教師の給与削
減など色々な節約を喜んで受け入れ、そして円
安をうまく利用できるよう手段を探した。しか
し、日本での宣教にどうしても必要だと考えた
資金については、要求することを止めはしな
かった。
日本在駐のWMSにとって、1930年代の最も
大きな財政的事業は、学生寮と外国人宣教師の
住居、幼稚園と伝道館を含む新たな校舎群の建
築という東洋英和女学校待望の計画であった。
トロントの本部はすでに建築計画については承
認したが、費用については憂慮した。そのため
コーテスは丁寧に詳細を記して返信をした。
1930年 5 月彼女は、最近横浜に建てられたフェ
リス和英女学校より東洋英和の建物の計画は安
価であり、1923年の関東大震災の後に急いで建
てられた青山学院の建物よりはもっと高価であ
ると本部に報告した。1931年 2 月には、 3階建
ての学生寮は鉄筋コンクリートで建てなければ
ならないという東京府の規制による追加の費用
について説明している。1932年 9 月15日のコー
テスの書簡によると、賜暇休暇の後、彼女が東
京に帰ると、新たに
「快適で、便利で、美しい」外国人宣教師
の住宅が彼女を待っていた。
（以後、コーテス書簡からの引用は青字で示す）
校舎建設のための資金が確保されたことで、
コーテスは、東洋英和の次なる急務を再開した。
財団法人として認可されるためには、30 ,000円
の基本財産が必要であった。1932年12月 9 日に
は少し待ちきれず、
「この問題は、そちら〔本部〕が一昨年と
シビル・コーテス年表
1884年 カナダ・オンタリオ州ポーター
ズ・ヒル生まれ
1905年 ロ ン ド ン 音 楽 院（London  
Conservatory of Music オン
タリオ州）卒業
1910年 メソジストチャーチトレーニン
グスクール（Methodist Church 
Training School　トロント）を
卒業し、来日。長野にて日本語
習得
1911-1913年 東洋英和女学校に就任（担当：
音楽）
1913-1917年 帰国（オンタリオ州クリントン
滞在）
1917-1923年 静岡伝道部　勤務
1923-1925年 賜暇休暇
1925-1928年 静岡伝道部（担当：伝道、会計）
1928-1931年（在日）カナダ合同教会婦人ミッ
ション総主事。麻布に拠点を置く
1931-1932年 賜暇休暇
1932-1939年（在日）カナダ合同教会婦人ミッ
ション総主事
1939-1940年 賜暇休暇
1940-1943年（在日）カナダ合同教会婦人ミッ
ション総主事
1934-1941年 東洋英和女学校理事
1942年 敵国人として収容所に入る
1943年 戦時交換船にて帰国
1946-1949年 再来日　カナダ婦人ミッション
総主事
1946-1950年 東洋英和女学院理事
1949年 帰国
1980年 バンクーバーにて逝去（95歳）
出典：＊ 『カナダ婦人宣教師物語』（東洋英和女学院、
2010年）
＊ Forty-Third Annual Report of the Woman’s 
Missionary Society of the Methodist Church, 
Canada, 1923-24
＊ コーテス履歴書　東洋英和女学院史料室所蔵
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昨年に規約を承認した際に詳しく説明した
ものです。・・・私たちはできるだけ早く
財団法人としての認可を手に入れなければ
なりません」
と記されていた。1933年 3 月に、本部で必要な
資金を提供する提案が承認されたという連絡を
受け、コーテスは資金の寄付を
「贈り物であった新しい校舎に、さらに輝
かしい仕上げが施されました」
と溢れんばかりの感謝を表わして返信した。彼
女は 5月25日の内々の開校式、その後の卒業生
や友人が計画している「特別なバザー」、夏の
間に徐々に始める引っ越しについても伝えた。
　1934年の 1年間を通して書かれた書簡には、
WMSの実績である東洋英和女学校に対する
コーテスの誇りが特に反映されていた。財団法
人となって最初に開かれた 5月31日の理事会で、
コーテスは新しい組織となったことを宣言した。
彼女と東洋英和女学校の校長であるF. ガート
ルード・ハミルトン（F. Gertrude Hamilton）
は理事となった。 6月24日には、
「私たちの『麻布の学校』は現在、財団法
人東洋英和女学校であります」
と誇らしげに報告されている。
11月が近づくと東洋英和女学校50周年記念祝
賀会の詳細な計画を送り、祝賀行事が終了する
と11月17日に
「私たちにとって、とても満足した週にな
りました」
と報告をしている。
コーテスがカナダの本部に要求した財政的な
支援は他にもあった。1933年 2 月、彼女は若者
の成長を支援するため、野尻キャンプ場を購入
するための資金の約束を確保した。1934年10月、
コーテスは、日本にあるWMSの資金を上田教
会の新たな敷地の購入の補助に使用する許可を
得た。そして1934年から、彼女は静岡英和と山
梨英和の財団法人の申請に必要な資金を得るた
めに活動した。
1930年代の経済不況下にカナダで苦労して集
められた資金は、戦前において日本のWMSへ
のカナダ本部からの最後の多額な寄付となった。
支援獲得の成功は、少なからずコーテスの粘り
強さによるものであった。
テーマⅡ．─海外留学の推進─
次世代の女性リーダー育成をめざす
1930年代のコーテスの書簡に反映されていた
ふたつめのテーマは、日本人女性に留学のため
の奨学金を提供する熱意であった。実は早い段
階からWMSは、卒業後宣教のために活動する
ことが期待できる生徒に支援をおこなっていた。
かつて援助した生徒には、学校の教師になるか、
ミッションや日本のキリスト教教会にとって重
要な役割を果たす女性伝道者になることが期待
された。1940年 5 月、本部に送ったWMSが支
援した生徒・学生のリストには、青山女学院神
学部 5人、東京女子大学 2人、聖路加病院 2人、
東洋英和幼稚園師範科11人の合計20人の名前が
記されていた。
東洋英和女学校の生徒への奨学金の原資は、
アメリカの一流大学であるイェール大学とコロ
ンビア大学を卒業し、東洋英和の卒業生の夫で
もある木下英太郎による一連の寄付で拡大され
た。1929年の10 ,000円の寄付に続き、木下氏は
東洋英和設立50周年を祝うさらなる10 ,000円を
寄付した。彼はハミルトン校長に宛てた1934年
11月の手紙の中で、自分はオハイオ州のカントン
で有名な電気掃除機の会社社長であるW. H.フー
バー（W. H. Hoover）氏に世話になり、キリス
ト教の慈善活動を目にし個人的に恩恵に浴して
きたと書いている。木下奨学金は「 1年に 1人
か 2人、道徳的精神が強く、知的資質が優れて
いると評価された東洋英和女学校の生徒」に授
与することにされた。木下氏は、ハミルトン校
長をコロンビア大学の卒業生として、また優れ
た教育者として大いに賞賛し、1940年までに合
計 3回10 ,000円ずつの奨学金を提供した。
しかし、コーテスの書簡の中では、国内奨学
金よりも海外留学のための奨学金の話題が突出
している。WMSの援助により海外留学をした
日本人女性の人数はおそらく10人程度しかいな
かったと考えられるが、コーテスは彼らのこと
「財団法人　東洋英和女学校書類」（左　申請前の下書きか？）
「財団法人設立許可申請書」（右）
　　代表者名　コーテスとなっている
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を気遣い、しばしば候補推薦書や、利用可能な
金銭、学習のコースや旅行計画などについて書
簡に記していた。1925年、日本の女子学生への
WMS奨学金（WMS Scholarships for Japanese 
Women Students）がカナダ合同教会の誕生と
共に設置された。WMS本部が承認し、コーテ
ス書簡に記された決議によると、日本のWMS
に任命された選考委員会は、健康、性格、適応
能力、学力を基に候補者を選択するべきとし、
委員会はカナダ留学の準備をする責任があり、
奨学金受給者は帰国すると少なくとも 2年間は
WMSのために働くことが求められていた。
WMS奨学金受給者たち
WMSは候補者の選定に注意を払い、彼女た
ちが海外でできる限りの経験を得るよう努力を
惜しまなかった。合格者は日本で優秀な学歴を
持ち、すでにキリスト教学校で教師として働い
ている人たちが多かった。早い時期の受給者で
ある丸山民子は、1928年トロント大学で文学士
（Bachelor of Arts）の学位を取得するために日
本を出発した。1931年 2 月、学位取得に近づく
と、コーテスはWMSの教育委員会からの総意
として、日本に帰国する前に、彼女にさらに教
育学と宗教教育の機会を与えてくれるよう本部
に要求した。その理由は、日本政府の法令が適
切な資格を要求しただけではなく
「期待されている仕事の観点からも教育学
的な考察が最も必要です」
とされた為でもある。結果として、丸山はコロ
ンビア大学から修士号（Master of Arts in 
Education and Practical Arts）を取得し、 5
年間の海外留学を終えた。1933年 7 月に帰国し
た後、東洋英和の教員としての長いキャリアを
開始した。
丸山民子：
1934～1964年
　　東洋英和中高部教員
　　担当　英語
丸山民子（1941年）
ある時には、過去の奨学金受給者に、 2度目
の海外留学の機会が奨励された。丸山に続き、
福田はな（注 1）は、1932年にオンタリオ・レディー
ス・カレッジ（Ontario Ladies College）を卒
業した後、日本に帰国し、山梨英和で音楽の教
員として活躍した。1937年から彼女の名前は奨
学金の候補者として再び現れる。コーテスは
1938年に彼女のさらなる勉強のために本部に支
援を求め、交渉が1940年まで続いたが、結局国
際情勢の悪化のため留学が延期となった。
奨学金の推薦は東京から離れている伝道部か
らも入った。北陸伝道部によって推薦された河
こ
内
うち
国（注 2）は静岡英和から編入し、東洋英和高
等女学科で学んだ後、北陸伝道部で活躍し、
1932年 6 月までに 7年間の職歴を積んできた人
物だった。1933年からトロントの合同教会のト
レ ー ニ ン グ・ ス ク ー ル（United Church 
Training School）で勉強をした（合同教会の
トレーニングスクールは国内外の伝道奉仕を計
画しているカナダの女性を教育させる施設で
あった）後1935年に帰国し、金沢での活動を再
開した。
1934年 6 月24日にコーテスは光明照子がカナ
ダのニューブランズウィック州のマウントアリ
ソン大学に留学することを推薦した。推薦書に
は彼女が東洋英和女学校と東京女子大学を卒業
し、 2年間東洋英和で教えていたことが記され
ていた。マウントアリソン大学卒業生のハミル
トン校長からの紹介もあり、彼女は早速同年の
秋からマウントアリソン大学で勉強を開始する
ことができた。1935年からはWMSの奨学金を
受け取った。1937年の卒業後、ロンドン大学の
キングスカレッジ（イギリス）で教育学を学び、
1938年から東洋英和女学校での教育活動を再開
した。
光明照子：
1928年
　　東洋英和女学校高女科卒
1932～1946年
　　東洋英和女学校教員
1946～1977年
　　東京女子大学奉職
　　（1967年～短期大学学部長）
1976～1985年
　　東洋英和女学院院長
光明照子（1934年頃）
1935年、コーテスはもうひとりの東洋英和の
卒業生であり、山梨英和女学校と広島女学院で
教えた赤木芳子の推薦書を書いていた。彼女は
南メソジスト監督ミッションからの奨学金でテ
ネシー州ナッシュビルのスカリット大学
（Scaritt College for Christian Workers）に留
学した。1934年に卒業した後、彼女は自費でコ
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ロンビア大学に入学した。WMS正規の奨学金
の受給者はもう決まっていたので、コーテスは
「少額の奨学金でもいいから」と小規模な援助
を要求した。赤木はWMSからの援助を受け、
1935年にコロンビア大学から理学士（Bachelor 
of Science）を取得した後、1936年にミシガン
大学から修士号を取得した。1937年の秋から東
洋英和女学校に教員として就任した。彼女はハ
ミルトンが校長の後任候補として名を挙げるほ
ど優秀であったが、諸事情により実現は叶わな
かった。
赤木芳子（松尾）：
1918年
　　東洋英和女学校高等科卒
1937～1944年
　　東洋英和女学校教員
1953～1965年
　　 東洋英和女学院短期大学
奉職
　　（1958～1963年　英文科長）
赤木芳子（1918年）
1930年代後半、国際的緊張が高まるなか、そ
れでも日本のWMSは海外に学生を派遣する機
会を求め続けた。1936年 9 月には、コーテスは
教会奉仕を計画している人々のためにさらに多
くの国内外で使える奨学金が必要であると訴え
た。日本のWMSの奨学金委員会は、海外留学
であれば、大学の学位が取得できる学部教育、
宗教教育の研修、教会での子どもや女性の活動
の研修を勧めた。そして学生が日本を離れる前
に、国内のカナディアンアカデミー（Canadian 
Academy）で必要な学習準備を行うことを奨
励した。その例が早川とみこ（注 3）であった。
彼女はWMS奨学生として1938年夏にカナディ
アンアカデミーで英語を勉強した後、女性の育
成と宗教教育をトロントとオタワ州で 2年間学
び、1940年に帰国した。
静岡伝道部から推薦された榎本愛子はコーテ
ス書簡に現われる最後の奨学金受給者であった。
1932年東京女子大学を卒業した彼女は1939年に
カナダに出発し、早川と共に合同教会のトレー
ニング・スクールで勉強した。1941年 6 月に静
岡英和で教職に就くため帰国した。
（注）
　 1．福田はな：東洋英和女学校に 4年間在学
　 2．河内国：北陸学院に 1年間奉職
　 3．早川とみこ：詳細不明
テーマⅢ．─開戦時に日本に留まる固い決意─
　「この国とこの国民を愛し」、日本の宣教に全
てを捧げる
〈1940年〉
前年の春、コーテスは賜暇休暇のためカナダ
に帰り、1940年の夏の終わりまで滞在を引き延
ばした。しかし、 9 月 6日に日本に戻ると危機
的な状況に直面し、 9 日に書簡を書いた。同年
4月に施行された宗教団体法の結果、長い間議
論されて来た日本のプロテスタント教会の統合
が急務となっていた。統合は海外の教会組織が
日本のプロテスタント組織に属さないことを意
味し、この後日本のキリスト教教会は海外の
ミッションから財政的な援助を受け取ることが
できなくなった。キリスト教学校について、基
督教教育同盟会（現在のキリスト教教育同盟の
前身）が、外国人に代わり日本人が各部門の管
理職に付くべきだと承認する予定であるとコー
テスは書いていた。
コーテスは、日本のキリスト教教会は外国人
宣教師たちに対して感謝の気持ちを充分持って
いると本部に断言した。
「結果がどうあれ、長年にわたる宣教活動が
忘れられてしまったと考えてはいけません」
しかし、より多くの宣教師を日本に送るよう
にという彼女の以前の要求からは明らかに反転
し、宣教師の人員を削減する必要があるかもし
れないと書いていた。日本メソジスト教会の監
督であり、教会統一の支持者でもある阿部義宗
は、翌日関西地域でのミッションの代表者たち
を会議に招いた。WMSの代表として、コーテ
スは夜行列車に乗って大阪に行き、戻るまでは
カナダから持ってきたスーツケースを開いて中
身を取り出す余裕もなかったと記している。
コーテスの本部へのその後の書簡には、高
まっていく不安が窺える。 9 月25日、彼女は外
国からの財政支援の受け取りと基督教学校での
外国人の管理を禁止することが確定されたと報
告した。10月18日には、前日に行われた皇紀
二千六百年奉祝全国基督教信徒大会で日本の教
会が統合する意図があることが宣言されたと記
榎本愛子：
山梨英和、東京女子大学卒。
静岡英和、山梨英和教員。
山梨英和学院副院長、福岡女
学院院長を歴任
榎本愛子
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している。コーテスはこのような決定に批判は
しなかった。それどころか、彼女は日本のキリ
スト教組織の自立がミッションのかねてからの
目的であることを本部に気づかせた。しかし、
新体制が突然現れたことによる問題をコーテス
は予想していた。移行措置として、彼女は小規
模な幼稚園やバイブルウーマンに贈り物の形で
支援金を提供することなどを提案し、ミッショ
ンの財産を日本の教会に売却するか譲渡させる
かの許可を求めた。そして、三つの英和の学校
規約の変更を認めるように本部を説得した。
日本を去らなければならない可能性は、コー
テスにとって最大の心配事であった。
アメリカ人のメソジスト宣教師やカナダ合同
教会の海外宣教局（BFM＝Board of Foreign 
Missions）の男性宣教師とその家族が次から次
へと帰国していたが、コーテスは通常どおり学
校生活を継続し、日本人の同僚との関係は友好
的で、そして阿部監督は少人数の宣教師を日本
に残るよう励ましていると手紙で強調した。
　1940年10月 3 日、日本在住のWMS宣教師の
考えを聞いてきた本部に対し、コーテスは
「私たちは、合同教会が私たちに残ってほ
しいと表明し、そして政府が私たちの滞在
を許可する限り、日本に滞在することを満
場一致で決めました」
と返信した。
しかし、カナダ政府は彼女たちが日本に残る
計画は危険性が高いと警告した。カナダ政府が
10月24日にトロントの本部に送った電報には、
「彼らの行動は気高いが、カナダ政府と彼ら自
身にとっては危険です。コーテスさんと彼女の
同僚たちに適切な助言をお願いします」と記さ
れていた。
　11月 7 日、東洋英和のジェーン・キニ （ーJane 
Kinney）とロイス・レーマン（Lois Lehman）
を含む 3人の宣教師が日本を離れる決意をした
と記されていた。残った我々は最後の警告まで
残るつもりであるとコーテスは強調した。
〈1941年〉
1941年の早い段階で、危機的な状況となった。
この時、カナダ合同教会所属の中で、たった 8
人のBFM（海外宣教男性ミッション）宣教師
と 3 人の妻と比べ、WMS（婦人ミッション）
女性宣教師は23人が残っていた。アメリカのメ
ソジスト宣教本部幹事であった影響力のあるラ
ルフ・E・ディッフェンドルファー（Ralph E. 
Diffendorfer）を含む訪問団は日本からの撤退
を促した。しかし、阿部監督の支援もあり、コー
テスは断固としていた。
　1941年 1 月30日WMS本部の海外宣教部長テ
イラー夫人（Mrs. H. D. Taylor）に次のように
書いた。
「私たち〔宣教師〕の多くはいつものよう
に自分たちの仕事に従事しています。一緒
に働いている多くの日本人はなぜ私たちが
今、日本を離れなければならないのか理解
できないでしょう。私は多くの仲間と同様
に、カナダの本部はこちらの立場を考える
べきだと感じています。私たちは、奉仕で
きる機会があれば、仕事を続けたいです。
私たちはこの国とこの国民を愛し、ここで
奉仕するよう神から召命を受けていると確
信しています」
　 2 月14日、合同教会のBFMとWMSは、カナ
ダ政府を通して全ての女性の全面帰国と男性の
早期の帰国を命令する電報を日本に送った。し
かしそれでも、コーテスは簡単には動かなかっ
た。再び阿部監督の葛藤を利用し、彼女はテイ
ラー夫人に一連の手紙を送って決定に反論し、
少なくとも数人のベテラン女性宣教師は残すべ
きであると懇願した。
　 3 月 1 日付書簡によると
「全ての女性に帰国することを望むという
あなたのメッセージに対して、私たちの悲
しみと落胆をどう表現すればいいのか分か
りません。それは私たちが予期しなかった
打撃で、どう考えても私たちはまだひどく
動揺させられています。・・・私たちの〔阿
部〕監督は、戦争が起こった場合、私たち
は帰国した方が良いだろうと言っていまし
たが、一方私たちに繰り返し、いつものよ
1941年 3 月 5 日の書簡末尾：三英和の校名変更（東洋
永和、山梨栄和、静陵）の字義の説明をしている
（
United Church of Canada Archives, Fond 505 Series 8
）
 
Acc.
 
83. 058c Box 73 File 15. Letter of Sybil Courtice 
dated 3/5/1941 to Mrs. H.D. Taylor.
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うに自分たちの仕事を続けて欲しいと願い、
彼はとても苦しんでいます」
手紙の追伸には、もし送金の困難さが呼び戻
す理由であれば、給料なしでも続けたい仲間が
いると書いた。また最後に、家族を持つ男性宣
教師が日本から撤退しなければならないとして
も、もちろんWMSの女性は残留する、と付け
加えられていた。
「私たち最後に帰国する者たちは、若くも
無経験でもなく、自分の身の始末は自分で
つけられます。」
コーテスの要求は最終的に達成された。
　1941年 3 月14日に本部は宣教師の数人が残る
許可をコーテスに電報で伝えた。阿部監督に相
談し、残ることに同意した 6人を決定した。
ハミルトン、キャサリン・グリンバンク
（Katherine Greenbank）、アニー・マクラクラ
ン（Annie McLachlan）は、三英和各校の担当
として選ばれた。エラ・レディアード（Ella 
Lediard）は幼稚園の担当、メイベル・クラージー
（Mabel Clazie）は社会事業の担当になった。
もちろんコーテス自身は、WMSの代表とし
てまた伝道担当として日本に残ることとなった。
コーテスは残留が可能であるという名誉に感謝
を表明した。
　1941年の春と夏にかけて、困難な状況の中で
コーテスは通常の活動について報告し続けた。
学校の入学者数、東洋英和の理事である清水由
松の77歳の誕生日を祝ったこと、ハミルトンが
東洋英和女学校高女科の修学旅行でいつものよ
うに日光に行ったこと。 7月には、前月、日本
基督教団が結成されたことを報告した。 9月28
日には、東洋英和の新たな校長である脇山司家
太の任命について語った。10月16日の手紙の最
後の部分では、東洋英和は翌年に二人目の英語教
師が送られることを望んでいると書かれていた。
　1941年12月 8 日の戦争勃発時、日本には残る
ことを決意した 6人のWMSの女性たちがいた。
終わりに
　1942年 6 月、ハミルトンを含む 3人の女性宣
教師が交換船でカナダに帰国した。コーテス、
グリンバンク、クラージーの 3人は、東京郊外
の捕虜収容所でもう一年を過ごし1943年の夏に
本国に送還された。
東洋英和でのコーテスの教育活動は音楽教師
として過ごした 2年間に限られるため、おそら
く彼女は東洋英和女学校の長いキャリアを持つ
宣教師ほど知られてはいない。しかし、彼女と
東洋英和との関わりは長くしかも緊密であった。
彼女は戦前戦後に理事として務め、日本での滞
在期間のほとんどを学校近くの西洋教師館で過
ごした。最も重要なことは、コーテスは日本ミッ
ションの総主事として1930年代に三つの英和女
学校の確立に努めた。また彼女は戦争に至る困
難な時代を通し、日本におけるWMS活動を導
いた。そして戦後直後には、WMSと東洋英和
の関係を再び繋ぐ努力をおこなった。筆者は
コーテス書簡を読んでこれらの働きを知り、驚
きとともに深い敬意を覚えたものである。
コーテス書簡は日本でのWMS宣教活動を理
解する上で貴重な史料である。コーテスと本部
との往復書簡は、宣教の目的や運営方法、宣教
活動の詳細を私たちに教えてくれる。そして何
より、コーテスと長い宣教活動を行なったその
他のWMS女性たちの忍耐強さ、宣教師として
の責任感、そして全身全霊をささげた献身を明
らかにする史料である。
今回の「史料室だより」特集の執筆にあたっ
ては、国際基督教大学大学院生である郷戸夏子
さんに翻訳、学院史料室の酒井ふみよさん、松
本郁子さんに翻訳のチェック、内容の確認、画
像の用意をお手伝いいただきました。感謝申し
上げます。
（Patricia Sippel　本学特任教授）
太平洋戦争開戦時に日本に留まっていたWMSの 6 人の宣教師たち
ハミルトン グリンバンク
（山梨英和学院提供）
マクラクラン レディアード コーテス クラージー
（写真不明）
